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令和５年度 富士宮市立貴船小学校

地震に対する対応とお願い

貴船小では、地震対策として具体的に学校で起きた場合、登校途中、下校中などの場合を想定して下記のとおりの行動を取ります。
リーバーメッセージにて状況を配信しますが届かないこともあり得ます。震度５強以上の際は、連絡がなくても原則引き渡しです。
【災害用伝言ダイヤル１７１】「１７１」をダイヤルし、音声ガイダンスに従って伝言の録音、再生を行ってください。

レベル 地震に関する調査情報 地震注意情報 地震予知情報・警戒宣言 地震発生時
（観測情報） 「特別警報」

内 容 観測データに通常とは異な 観測点の地殻変動データに 地震観測データ等に異常が 地震発生
る変化が観測された場合、そ 変化が現れ、想定される東海 発見され、２・３日以内に駿
の変化の原因についての調査 地震の前兆現象としての可能 河湾及びその南方沖を震源域 震度５強以上は連絡がなくても原則引き渡し
状況が発表される。学校は通 性が高くなってきた。 とする大規模な地震が発生す
常通り、行われる。 周辺地域においては、注意が るおそれがある。この地震は 但し、安全が確認できた時点で引き渡しを開始します。

必要である。 強化地域内では震度６以上、
その隣接地域では震度５程度 ※「地震等防災カード」（家庭保管用）で非常時の連絡先や家

場 所 が予想される。 族の集合場所などを確認し合っておいてください。
カラーレベル青 カラーレベル黄 カラーレベル赤 ※ラジオなどで情報を確認してください。

家 テレビ等の地震情報に注意し 家族の責任のもと安全確保 家族の責任のもと安全確保 家族の責任のもと安全確保
(登校前、休日) て過ごす。 登校はしない。 登校はしない。 登校はしない。 留 意 事 項

登校途上 ・登校し、状況に応じて帰宅 ・家に戻る(家に誰か大人が ・家に戻る(家に誰か大人が ・危険な場所を避け、一次 ・ブロック塀や石垣などはなるべ
させる。 必ずいる) 必ずいる) 避難場所に避難する。 く離れる。

※学校が近い場合は学校に向 ※学校が近い場合は学校に向 ・地震が治まったことを確 ・橋の崩落や河川には十分気をつ
かう。この判断については かう。この判断については 認し、家が近い時は 家 けて歩く。
家族で話し合い決めておく。 家族で話し合い決めておく。 に帰る。学校が近い場合 ・西町商店街のアーケードの下は

・学校に向かう(家に誰も大 ・学校に向かう(家に誰も大 は学校に向かう。 なるべく通らない。
人がいない) 人がいない) ・リーバーにて状況配信。 ・いざというときの地区の避難場

・登校した児童については職 ・登校した児童については職 所を普段から確認しておく。
員が保護し、保護者または 員が保護し、保護者または ※リーバー、電話はつな
代理人に引き渡す。 代理人に引き渡す。 がらない可能性が高い。

・リーバーにて状況配信。 ・リーバーにて状況配信。

在校時 ・状況に応じて帰宅させる。 ・避難訓練に基づき安全に避 ・避難訓練に基づき安全に避 ・危険な場所を避け、運動 ・休み時間は、教室に戻らず運動
難する。 難する。 場に避難する。 場に集合する。

・保護者への引き渡しを実施。 ・保護者への引き渡しを実施。 ・保護者または代理人に
保護者または代理人が見え 保護者または代理人が見え 引き渡す。保護者または ・リーバーは使えない可能性が
るまで学校で職員が安全確 るまで学校で職員が安全確 代理人が見えるまで職員 高い。震度５強以上は、引き
保する。 保する。 が安全確保をする。 渡し開始

・リーバーにて状況配信。 ・リーバーにて状況配信。 ・リーバーにて状況配信。

・学校に戻り、状況に応じて ・学校に戻り、保護者または ・学校に近い場合は学校に戻 ・危険な場所を避け、近く ・職員は必ず名簿を持参する。
校外学習時 帰宅させる。 代理人に引き渡す。 り、一時避難場所に避難す の一次避難場所に避難する。

・リーバーにて状況配信。 る。 ・地震が治まったことを確 ・引き渡しの方が見えたら、確認
・学校から遠い場合は、近く 認し、本部の指示を受け、 後、引き渡す。
の避難場所に避難し、本部 学校に戻る。
からの指示を仰ぐ。 ・リーバーにて状況配信。

・リーバーにて状況配信。

下校途上 ・そのまま下校させる。 ・家に帰る(家に誰か大人が ・家に帰る(家に誰か大人が ・危険な場所を避け、安全 ・登校時と同様、危険な箇所（ブ
必ずいる) 必ずいる) な場所に避難する。 ロック塀や石垣、商店街のアー

※学校が近い場合は学校にも ※学校が近い場合は学校にも ・地震が治まったことを確 ケード、橋、河川等には十分注
どる。この判断については どる。この判断については 認し、家が近い時は家に 意する
家族で話し合い決めておく。 家族で話し合い決めておく。 帰る

・学校にもどる(家に誰も大 ・学校にもどる(家に誰も大 ・学校が近い場合は学校に ・職員は直ちに校外に出て、児童
人がいない) 人がいない) 向かう。 の状況を把握する。

・学校にもどった児童につい ・学校にもどった児童につい ・リーバーにて状況配信。
ては職員が保護し、保護者 ては職員が保護し、保護者
または代理人に引き渡す。 または代理人に引き渡す。

・リーバーにて状況配信。 ・リーバーにて状況配信。


